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プレスリリース 

地吹雪の最中に観測される強い電場の原因を解明 

 

南極・昭和基地のような極地における生活では、吹雪の最中に生じる静電気（静電場）と放電現象に悩まされます。また、地

吹雪が発生すると、極地での屋外では 1 kV/m 以上の非常に強い正の電場が観測されます(図 1)。この強い電場が、どのよう

にして生じるのか、その原因は半世紀以上にわたって不明なままでした。 

認定 NPO 法人富士山測候所を活用する会富士山環境研究センター源泰拓特任研究員、静岡県立大学グローバル地域セ

ンター鴨川仁特任准教授らは、国立極地研究所、寒地土木研究所および北海道大学との共同研究で、地吹雪発生時の電

場を調査しました。地吹雪中の雪粒の多くが負の電荷を帯びていることから、雪粒の分布と帯電量を基にしたシミュレーションを実

行・検討した結果、この発生する強い電場の原因は、帯電した雪粒が計測機器(図 2)のセンサー電極に衝突することであること

を突き止めました。 

本研究の成果を応用すると、地吹雪の規模を電場の変動で監視できるので、北海道など寒冷地で視程障害・交通障害をもた

らす地吹雪のモニタリングや予測に電場データを用いることが可能になります。さらに、火星における砂嵐で発生する放電の観測と

探査機の保護、工場などで粉塵爆発を防ぐための状態監視など、様々な分野への応用が考えられます。富士山のような極域に

似た環境にある山岳地域において、地吹雪や雪崩の監視・予測への貢献も期待されます。 
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図 1  2015 年 9 月 23 日の、雪粒の数、電場の観測値、風速の推移。 

世界標準時の 8 時ごろに風速と雪粒の数が増し、地吹雪が観測されている。これに伴って、約 2 kV/m の電場が観測された。 

 

図 2 昭和基地で屋外の電場を測定する機器（フィールドミル回転集電器）。 


